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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 42,189 9.7 1,011 △14.4 1,225 △11.0 809 △12.1

2022年３月期第２四半期 38,453 △8.8 1,180 △25.2 1,377 △22.1 921 △23.8
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 934百万円( △10.2％) 2022年３月期第２四半期 1,041百万円( △40.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 27.34 －

2022年３月期第２四半期 30.19 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 66,042 43,340 65.6

2022年３月期 68,428 42,879 62.7
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 43,340百万円 2022年３月期 42,879百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 8.00 － 16.00 24.00

2023年３月期 － 10.50

2023年３月期(予想) － 10.50 21.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注) 2022年３月期 期末配当金の内訳 普通配当8円00銭 特別配当8円00銭
　 2023年３月期(予想) 期末配当金の内訳 普通配当10円50銭

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 3.1 1,900 △21.4 2,200 △20.8 1,500 △16.3 50.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 30,580,000株 2022年３月期 30,580,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 959,138株 2022年３月期 959,138株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 29,620,862株 2022年３月期２Ｑ 30,520,862株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、【添付資料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（金額の表示単位の変更について）
　当社の四半期連結財務諸表に表示される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しておりましたが、
第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。なお、
比較を容易にするため、前連結会計年度及び前第２四半期連結累計期間についても百万円単位で表示しておりま
す。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ロシアのウクライナ侵攻長期化に伴う物価上昇や金融資本市

場の変動等が下振れリスクとなっているものの、個人消費や雇用情勢には緩やかな持ち直しの動きがみられ、設備

投資においても回復の傾向が見受けられます。新型コロナウイルス感染症への対策が新たな段階へと移行していく

なか、景気の回復が期待されます。

建設業界におきましては、公共投資は底堅さが増しているものの、資機材価格の高騰や品不足等の影響、労働時

間の上限規制への対応など、予断を許さない事業環境が続いております。

このような経済情勢の中で、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、以下のとおりとなりました。

売上高は、前年同四半期比9.7％増の421億89百万円となりました。

利益につきましては、営業利益は前年同四半期比14.4％減の10億11百万円、経常利益は前年同四半期比11.0％減

の12億25百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期比12.1％減の8億9百万円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

① 建設事業

完成工事高は、前年同四半期比10.3％増の414億31百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、完成

工事利益率の低下により、前年同四半期比16.0％減の11億69百万円となりました。

② 不動産事業等

不動産事業等売上高は、前年同四半期比15.2％減の7億58百万円となりました。セグメント利益（営業利益）

は、不動産事業等利益率の改善により、前年同四半期比15.6％増の3億11百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、現金預金が７億99百万円、電子記録債権が11億89百万円増加

する一方、受取手形・完成工事未収入金等が34億34百万円、有価証券が19億96百万円減少したこと等により、前連

結会計年度末に比べ3.5％減の660億42百万円となりました。

負債合計は、未成工事受入金が７億２百万円増加する一方、支払手形・工事未払金等が17億20百万円、電子記録

債務が18億72百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ11.1％減の227億2百万円となりました。

純資産合計は、利益剰余金が配当金の支払により４億73百万円減少する一方、親会社株主に帰属する四半期純利

益の計上により8億9百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ1.1％増の433億40百万円となりまし

た。

これにより、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ、2.9ポイント向上し、

65.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年５月13日公表の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 13,285 14,085

受取手形・完成工事未収入金等 20,148 16,713

電子記録債権 662 1,852

有価証券 2,612 615

未成工事支出金 1,871 2,001

販売用不動産 0 0

仕掛販売用不動産 1,434 1,826

その他の棚卸資産 238 248

その他 359 678

流動資産合計 40,612 38,020

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 5,858 5,707

土地 10,139 10,139

その他（純額） 428 515

有形固定資産合計 16,425 16,362

無形固定資産 192 165

投資その他の資産

投資有価証券 9,352 9,479

退職給付に係る資産 1,206 1,340

その他 1,034 1,061

貸倒引当金 △395 △388

投資その他の資産合計 11,197 11,493

固定資産合計 27,815 28,021

資産合計 68,428 66,042
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,325 8,605

電子記録債務 4,621 2,749

未払法人税等 229 410

未成工事受入金 5,904 6,607

賞与引当金 625 629

工事損失引当金 153 238

その他の引当金 286 258

その他 583 305

流動負債合計 22,730 19,806

固定負債

退職給付に係る負債 1,724 1,739

その他 1,093 1,156

固定負債合計 2,817 2,895

負債合計 25,548 22,702

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 333 333

利益剰余金 36,166 36,502

自己株式 △692 △692

株主資本合計 39,807 40,143

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,291 3,381

退職給付に係る調整累計額 △219 △184

その他の包括利益累計額合計 3,072 3,196

純資産合計 42,879 43,340

負債純資産合計 68,428 66,042
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 38,453 42,189

売上原価 35,240 39,183

売上総利益 3,213 3,005

販売費及び一般管理費 2,032 1,994

営業利益 1,180 1,011

営業外収益

受取利息 7 5

受取配当金 160 180

その他 41 40

営業外収益合計 209 226

営業外費用

支払利息 6 4

支払手数料 4 4

その他 1 2

営業外費用合計 12 12

経常利益 1,377 1,225

特別損失

固定資産除却損 - 11

特別損失合計 - 11

税金等調整前四半期純利益 1,377 1,214

法人税、住民税及び事業税 418 387

法人税等調整額 37 17

法人税等合計 456 404

四半期純利益 921 809

親会社株主に帰属する四半期純利益 921 809
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 921 809

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 54 90

退職給付に係る調整額 64 34

その他の包括利益合計 119 124

四半期包括利益 1,041 934

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,041 934
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　 （時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症及びロシア・ウクライナ情勢の影響の考え方）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）(会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症及

びロシア・ウクライナ情勢の影響の考え方)に記載した、新型コロナウイルス感染症再拡大やロシア・ウクライ

ナ情勢の影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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３．補足情報

（１）四半期個別受注の概要

個別受注の実績

受注高

2023年３月期第２四半期累計期間 48,371百万円 20.5％

2022年３月期第２四半期累計期間 40,129 △4.9％

（注） ％表示は対前年同四半期増減率

（参考）個別受注実績内訳

(単位：百万円）

区 分

前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日) 比較増減

増減率
（％）

金額
構成比率
(％)

金額
構成比率
(％)

建

設

事

業

建

築

官公庁 3,635 9.0 4,740 9.8 1,104 30.4

民間 35,302 88.0 41,826 86.4 6,524 18.5

計 38,938 97.0 46,567 96.2 7,629 19.6

土

木

官公庁 404 1.0 726 1.5 322 79.6

民間 0 0.0 366 0.8 365 40,640.0

計 405 1.0 1,093 2.3 687 169.6

合
計

官公庁 4,040 10.0 5,467 11.3 1,426 35.3

民間 35,303 88.0 42,193 87.2 6,889 19.5

計 39,343 98.0 47,660 98.5 8,316 21.1

不動産事業等 786 2.0 710 1.5 △75 △9.6

合計 40,129 100.0 48,371 100.0 8,241 20.5

　以 上

　


